



















































































保育所給食＊ 小学校給食 中学校給食 高校寮給食 大学寮給食
対 象　3歳以上 8～9歳 女子 男子
調　　査 日 数 30日 30日 30日 30日 25日





















































































































































































対 象 3歳以上 8～9歳 女子 男子









































































































































































対 象 3歳以上 8～9歳 女子 男子
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保育所給食 　小学校給食　　　　　中学校給食　　　　　高校寮給食
図1　給与エネルギー当たり飽和脂肪酸量の食品群別給与割合
大学寮給食
乳類（1．4％）
で45～79％を占め，次いで鶏肉が14　’一　33％供されていた。卵類給与量は高校寮給食の49．59（給与エネルギー
1，000kcal当たり23．2g）が最も多く，保育所給食（同20．5g）がこれに続き，その他（同10．7～13．3g）は比較
的少なかった。
（45）
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　2．給食における栄養素等給与状況
　1食または1日当たり栄養素等給与状況を表2に示した。エネルギー給与量は，小学校給食のみが平均栄養
所要量を下回り，たん白質給与量は，いずれも栄養給与目標・所要量を5　・一　55％上回っていた。脂質給与量は，
高校寮給食のみが所要量を7．5％上回り，他の給食ではいずれも0．4～10．8％下回っていた。
　コレステロール給与量は，1食給食では81～108mg，3食給食では240～343mgで，高校寮給食を除き，いず
れの標準偏差も大きかった（変動係数で62～81％）。脂肪酸給与量については，飽和脂肪酸（以下，SFA）が
多価不飽和脂肪酸（以下，PUFA）より多いのは，小・中学校給食のみであった。いずれにおいてもイコサペ
ンタエン酸（以下，IPA）、とドコサヘキサエン酸（以下，　DHA）給与量の標準偏差は極めて大きい（変動係数
で115～241％）ことが知られた。ビタミンE給与量は，1食給食で2．5～3．Omg，3食給食で8．6～8．7mgであ
った。　　　　　　＼
　食物繊維給与量は，．1食給食で5．O～7・59，3食給食では15・1～16・39であった。
　ミネラル給与量については，カルシウム（以下，Ca）は大学寮給食の低値を除き，所要量の93．6～237．6％
の給与割合を示し，Mgは1食給食で73～107mg，3食給食で226～249mgであった。食塩は，1食給食で2．6～
3．9g，3食給食で10．6～11．8gであり，給与エネルギー1，000kcal当たりでは4．5～5．4gの範囲にあった。
　3．　給食献立の栄養比率
　給食献立の栄養比率を表3に示す。脂肪エネルギー比は，大学寮給食の21．5％が最小値で，保育所給食の
24．2％から高校寮給食の29．4％まで漸増し，他方，穀類エネルギー比は，大学寮給食の62．1％が最大値で，同
じく保育所給食から高校寮給食まで漸増していた。．動物性たん白質比は保育所給食の63．2％から大学寮給食の
33．0％まで漸減値をとり，動物性脂質比は小学校給食で62．5％の最大値，大学寮給食で29．0％の最小値を示し，
その他では39．9～48．6％であった。P／Sは0．64～1．79，　n－6／n－3は4．4～7．1，　E／PUFAは0．45～0．71の範囲にあ
った。摂取ミネラルのバランスについては，給食対象の年齢増加に伴って，Ca／Mgは漸減し，　Na／Kは漸増し
ていた。
　考　　　　　察
　今回対象とした新潟市内の冬期間における保育所給食，°学校給食並びに高校寮給食の内容は，各関係省庁の
示す給食基準及び栄養所要量に忠実に沿うものであった。大学寮給食は予算上の制約を余儀なくされており，
その影響が食品群別給与においては乳類・果実類量の僅少，穀類量の多量等にみられ，それらを反映して栄養
素等給与においては，Ca量・動物性たん白質比の低値及び穀類エネルギー比の高値等にうかがわれた。
　動脈硬化症の危険因子である血清脂質値に対して，最も影響力の大きい成分は食事脂質であるが，その適正
な摂取量と質的構成に関する知見は最近著しく集積されている15）。量的にはエネルギー比で，成長期は25～
30％，成人期は20　・一　25％が適正域と考えられている。質もこの範囲で対応することが望ましく，P／Sは1．0～
1．5で下限のほうが推奨され，n－6／n－3は3～5が適正とされ16），　E／PUFAの実用値は0．4以上である17）等の成
績が得られている。
　各給食における脂肪エネルギー比は，21．7～29．4％の範囲にあり，高校寮給食のそれが適正域の上限にあっ
たが，他の給食ではその下限から中庸に位置しており，脂質の給与量は適量であるといえよう。
　脂質の内容についてみると，P／Sは高校寮給食のみが1．06で推奨域にあり，小・中学校給食では0．64，0．71
とやや低値を示し，保育所給食と大学寮給食では1．57，1．79とやや高値を示した。これらの背景要因として，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（46）
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各給食における乳類，肉類，油脂類のそれぞれの種類と給与量の差異に負うところが大きいと考えられる。給
与エネルギー1，000kcal当たりのSFA給与量の食品群別給与割合を図1に示したが，　P／Sが低値域にある小・中
学校給食のパターンと，高値域にある保育所給食，大学寮給食のそれとは，乳類からの補充割合の点で対照的
であり，P／Sが1．06の高校寮給食のそれは，前2者の中間に位置することが知られた。
　n－6／n－3については，保育所給食のみが4．4で適正域にあり，中学校給食が7．1で最も高値を示し，他の給食
では5．8～6．8の範囲にあった。保育所給食は中学校給食に比べてリノレン酸給与量が多く，それは使用油脂の
種類の違い，すなわち，前者では調合サラダ油，後者では大豆油を使用していたことに負っている。いずれの
給食においてもIPA・DHA給与上のばらつきが大きかった。　E／PUFAについては0．45～O．77の範囲にあり，ビ
タミンEの不足症状がみられないとされる実用値17）を上回っている。成長期対象のビタミンE所要量は未だ策
定されていず，対比することはできないが，大学寮給食のビタミンE給与量は成人の目標摂取量17）を充足して
いた。
　コレステロール給与量については，高居らの策定による食品構成に基づく成績12）に対比する（対象給食：
mg／高居ら：mg）と，保育所給食81／131（4歳男女の平均値×40％），小学校給食91／98，中学校給食
107／121，高校寮給食343／367（15・18歳女子の平均値），大学寮給食240／351（20歳男子の値）と，いずれも
7　－39％低値であった。
　食物繊維給与量については，未だ摂取適量が明確にされていず，現況の成績の適否を評価することはできな
いが，給与エネルギー1，000kca1当たりでは小・中学校給食の給与量の9．3，8．7gが高値であり，大学寮給食の
それが最低値を示した。ちなみに，3食給食における給与量は，昭和60年度国民栄養調査からの計算値13）を7
～13％下回っていた。
　給与ミネラルのバランスについては，食事中のMgの慢性的不足と，虚血性心疾患の発症との関係が認めら
れ18），特に摂取Caに対してMgの相対的不足が重要視され，　Ca／Mgの低いほうが虚血性心疾患死亡率が低いこ
と19），またNa／Kの値も小さいほど高血圧・脳血管障害の率が低くなること2°）が，それぞれ報告されている。
我が国の成人の目標摂取量21）から求められるCa／Mgは2．0，　Na／Kは0．98～1．97である。ただし，発育期ではCa
の需要が高いことから，Mg所要量の決められている国においては，　Ca／Mgを，若年者ほど高く，成人では低
く設定している19）。本調査結果のCa／Mgもこれによく符合し，給食対象の年齢増加に伴い漸減値が得られた。
なお，保育所給食の6．87は，糸川19），五島22＞，鈴木23）によるいずれの成績よりも高値であり，小・中学校給食
の4．31，3．90は，末吉ら1°）（小学4年生），谷ら11）（中学1年生）の成績に近似し，大学寮給食の1．40は成人
の目標値よりも低値であった。Na／Kについては，　Ca／Mgとは逆の現象，すなわち，給食対象の年齢増加に伴
って漸増値が得られたが，いずれも概ね成人の目標値の範囲にあった。なお，食塩給与量については，給与エ
ネルギー当たりに換算すると，大学寮給食のやや多量傾向を除き，いずれも成人の目標摂取量の範囲にあった。
また保育所給食のそれは，新潟市幼児の1日当たり摂取量24）の約34％を占める値であることが知られた。
　以上の調査結果より示唆される対応として，各給食共通には，n－6／n－3の適正値の維持とMg給与量の不足を
きたさないような配慮が望まれる。また各給食別には，小学校給食の動物性脂質比の適正化，小・中学校給食
のPUFA量の適量化，大学寮給食のCa量の補充及びSFA量の適量化等を挙げることができよう。
　ちなみに，リノレン酸を比較的多く含む菜種油・調合サラダ油，並びにIPA・DHA多含の青魚類の積極的利
用によるn－3系PUFA給与量の確保，　Mgを比較的多く含む胚芽のついた穀類，種実類，大豆類，藻類及び魚介
類等，伝統型食様式に多用される食品を，給食対象の嗜好に適合させて，給食献立に組み入れる工夫など，比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（47）
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較的実践しやすい対応から改善を進めていくことが望ましいと思われる。なお，大学寮給食では，牛乳の自動
販売機の利用を呼びかけているところである。
　要　　　　　約
　新潟市内の保育所，小・中学校，高校寮及び大学寮の各給食における，動脈硬化予防の視点から重視される
脂溶性成分，食物繊維，ミネラルの給与の実態について検討した。1990年1月から3月までに実施された連続
30日間または25日間の給食献立について解析を試み，次のような結果を得た。
　ユ）各給食における脂肪エネルギー比は21．5cr　29．4％の範囲にあった。
　2）給与脂肪酸のバランスは，保育所給食ではP／S1．57，n－6／n－34．4，小・中学校給食ではP／SO．64・
0・71，n－6／n－36．8・7．1，高校（女子）・大学（男子）寮給食では，　P／S　1．06・1．79，　n－6／n－36．0・5．8で
あった。E／PUFAは0．45・－O．71であった。給与コレステロール量は，保育所給食で81mg，小・中学校給食で
91mg・107mg，高校（女子）・大学（男子）寮給食で343mg・240mgであった。
　3）食物繊維給与量は，保育所給食で5．09，小・中学校給食で6．19・7．39，高校（女子）・大学（男子）寮
給食で16．3g・15．1gであった。
　4）給与ミネラルのバランスは，保育所給食から大学寮給食まで，給食対象の年齢増加に伴い，Ca／Mgが
6．87から1．40へ漸減，，　Na／Kが0．90から1．80へ漸増していた。給与エネルギー当たりの食塩給与量は，大学寮
給食のやや多量を除き、いずれも成人の目標摂取量の範囲にあった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
終わりに臨み，ご懇篤なご指導とこ校閲を賜わりました新潟大学医学部公衆衛生学教室豊嶋英明教授に深
く感謝申し上げます。
＊
本論文要旨は，第37回日本栄養改善学会総会（1990年10月，横浜市）において発表した。
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